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本資料に記載されている、当社の現在の計画・見通し・戦略・確信などのうち、歴史的事実でないものは、将来の業績に関する見通しです。
これらの情報は、現在入手可能な情報にもとづき経営陣が判断した予測が含まれております。
実際の業績は様々なリスクや不確実な要素により、これらの業績見通しと大きく異なる結果となりうるため、これらの業績見通しのみに
全面的に依拠することはお控えくださいますようお願い致します。

２０２６年度第１四半期
決算概況

ブロードメディア株式会社

２０２６年７月３０日
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◆ ２０２６年度第１四半期決算概要

◆ 株主還元

◆ サステナビリティ（人的資本）への取り組み

◆ トピックス

【ご参考】
事業セグメントの内容
その他トピックス
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2025年度
第1四半期

2026年度
第1四半期

増減額 増減率
通期

業績予想
（26年5月12日発表）

進捗率

売 上 高 3,924 3,501 △ 422 △11% 14,500 24%

営 業 利 益 244 262 17 ＋7% 1,100 24%

経 常 利 益 254 280 26 ＋10% 1,100 25%

純 利 益 133 212 79 ＋59% 890 24%

（単位：百万円） （百万円未満切捨て）
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第１四半期累計期間（4月～6月）の連結経営成績

 前年同期に比べて減収増益

 前期末をもって連結除外となった(株)釣りビジョンの第1四半期への影響は
売上高 △564百万円、営業利益 △30百万円

 純利益は、前年同期に発生した特別損失がないことや繰延税金資産が
増加したこと等から増益
（前期特損 ： (株)釣りビジョンでのスタジオ撤去費用約３０百万円）

 第1四半期は概ね想定通りに推移しており、業績予想は据え置く
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244
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262

358

668

1,063 

四半期営業利益の推移（前年同期比）

（単位：百万円） （百万円未満切捨て）
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２０２５年度実績

２０２５年度累計

２０２６年度実績

２０２６年度累計（予想）

第１四半期 第４四半期第２四半期 第３四半期

1,100
（予想）

 第１四半期は、概ね想定通りのスタートとなった
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2025年度
第1四半期

2026年度
第1四半期

2025年度
第1四半期

2026年度
第1四半期

教 育 1,552 1,528 △ 23 299 349 50 

（うちdiv影響/のれん含む） (140) (195) (54) (△ 99) (△ 15) (84)

ス タ ジ オ ・
プ ロ ダ ク シ ョ ン

357 363 6 △ 21 △ 5 16 

技 術 1,487 1,635 147 172 163 △ 8 

（うちdivx影響/のれん含む） (201) (144) (△ 56) (25) (△ 25) (△ 50)

そ の 他 48 55 7 △ 10 △ 11 △ 1 

調 整 額 △ 85 △ 81 3 △ 224 △ 233 △ 8 

（ う ち 全 社 費 用 ） (△ 223) (△ 234) (△ 10)

放 送 564 ― △ 564 30 ― △ 30 

合 計 3,924 3,501 △ 422 244 262 17 

売 上 高 営 業 利 益

増減額 増減額

（単位：百万円） （百万円未満切捨て）

5

事業セグメント別の連結経営成績～対前年同期～

※ 「放送」事業を行っていた(株)釣りビジョンは2025年度末に株式譲渡により連結除外となったため、2026年度の実績はありません。
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2025年度
第1四半期

2026年度
第1四半期

増減額
2025年度
第1四半期

2026年度
第1四半期

増減額

教 育 1,552 1,528 △ 23 299 349 50 

（うちdiv影響/のれん含む） (140) (195) (54) (△ 99) (△ 15) (84)

売 上 高 営 業 利 益

◆通信制高校（ルネサンス高校グループ）  ◆日本語教育（ルネサンス日本語学院）

◆AI・プログラミング教育

△2％ +17％

（単位：百万円） （百万円未満切捨て）

既存事業のみ

△6%

6

既存事業のみ

△8%

【セグメント全体では減収増益】

 通信制高校の在籍生徒数は3校で8,243名（前年：8,902名）と減少し、
減収減益 （※学校基本調査（5/1付）比較より）

 特に大子校の苦戦が続くが、例年と同様に期中の転・編入で挽回をはかる

 引き続き、成長のための新設校や定員増等の課題に対応

 豊田校は利便性が高い大型の新校舎へ9月移転予定

 日本語教育は受講生の増加が続き増収増益

事業セグメント別の連結経営成績～対前年同期～



© 2026 Broadmedia Corporation. All Rights Reserved.

2025年度
第1四半期

2026年度
第1四半期

増減額
2025年度
第1四半期

2026年度
第1四半期

増減額

教 育 1,552 1,528 △ 23 299 349 50 

（うちdiv影響/のれん含む） (140) (195) (54) (△ 99) (△ 15) (84)

売 上 高 営 業 利 益

◆通信制高校（ルネサンス高校グループ）  ◆日本語教育（ルネサンス日本語学院）

◆AI・プログラミング教育

子会社divの影響

 個人向けAI教育（テックキャンプ AIカレッジ）や法人向けAI研修が好調で増収

 人件費の減少や広告宣伝費の抑制効果等により損失は大幅に縮小

 今期、通期黒字化をめざす

7

（単位：百万円） （百万円未満切捨て）

事業セグメント別の連結経営成績～対前年同期～

△2％ +17％

既存事業のみ

△6%
既存事業のみ

△8%
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2025年度
第1四半期

2026年度
第1四半期

増減額
2025年度
第1四半期

2026年度
第1四半期

増減額

ス タ ジ オ ・
プ ロ ダ ク シ ョ ン

357 363 6 △ 21 △ 5 16 

売 上 高 営 業 利 益

◆制作事業

【セグメント全体では増収、赤字縮小】

 字幕・番組制作が増収をけん引、固定費を圧縮したことで損失は縮小

 2026年4月1日付で、新設分割によりブロードメディア・スタジオ(株)を
設立

 中期的には、業務改善やAI活用等による高付加価値化をめざす

 戦略的選択肢の検討を継続

+2％ 赤字縮小

（単位：百万円） （百万円未満切捨て）
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事業セグメント別の連結経営成績～対前年同期～
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2025年度
第1四半期

2026年度
第1四半期

増減額
2025年度
第1四半期

2026年度
第1四半期

増減額

技 術 1,487 1,635 147 172 163 △ 8 

（うちdivx影響/のれん含む） (201) (144) (△ 56) (25) (△ 25) (△ 50)

売 上 高 営 業 利 益

△5％

既存事業のみ

+29%

＋10％

既存事業のみ

+16%

（単位：百万円） （百万円未満切捨て）
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◆アカマイ（CDN/サイバーセキュリティ）サービス  ◆クラウドソリューション 

◆DX・システム開発 ◆ホスピタリティ・ネットワーク  ◆デジタルシネマサービス   ◆その他

【セグメント全体では増収減益】

 主力のアカマイ（CDN/サイバーセキュリティ）サービスは、増収増益

 その他のサービスは前年同期並みで推移

 グループ内の各事業のDX、セキュリティ対策等にも貢献

事業セグメント別の連結経営成績～対前年同期～
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2025年度
第1四半期

2026年度
第1四半期

増減額
2025年度
第1四半期

2026年度
第1四半期

増減額

技 術 1,487 1,635 147 172 163 △ 8 

（うちdivx影響/のれん含む） (201) (144) (△ 56) (25) (△ 25) (△ 50)

売 上 高 営 業 利 益

子会社divｘの影響

 大幅な減収に加え、案件獲得のための展示会出展等の費用が増加した
こと等により赤字に転じる

 営業体制の再構築により、案件獲得力の強化に取り組む

 AIの活用により開発の効率化を推進

10

（単位：百万円） （百万円未満切捨て）

◆アカマイ（CDN/サイバーセキュリティ）サービス  ◆クラウドソリューション 

◆DX・システム開発 ◆ホスピタリティ・ネットワーク  ◆デジタルシネマサービス   ◆その他

事業セグメント別の連結経営成績～対前年同期～

△5％

既存事業のみ

+29%

＋10％

既存事業のみ

+16%
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2025年度
第1四半期

2026年度
第1四半期

増減額
2025年度
第1四半期

2026年度
第1四半期

増減額

そ の 他 48 55 7 △ 10 △ 11 △ 1 

売 上 高 営 業 利 益

【セグメント全体では減収・損失計上】

 ゲームパブリッシング事業は、既存ゲームの売上が好調で増収となった一方、
新規ゲームの開発費が先行して発生し損失が拡大

 eスポーツ推進事業は、賞金売上等が減少し減収となった一方、コスト抑制等に
より黒字転換
2026年7月1日付でプロeスポーツチームを譲渡し、eスポーツ推進事業の
運営を停止

 戦略的選択肢の検討を継続

+15％

◆ゲームパブリッシング事業

◆eスポーツ推進事業（イベント運営・賞金・配信収入・スポンサー収入等） 

（単位：百万円） （百万円未満切捨て）
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事業セグメント別の連結経営成績～対前年同期～

損失拡大
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2025年度
第1四半期

2026年度
第1四半期

増減額
2025年度
第1四半期

2026年度
第1四半期

増減額

調 整 額 △ 85 △ 81 3 △ 224 △ 233 △ 8 

（ う ち 全 社 費 用 ） (△ 223) (△ 234) (△ 10)

売 上 高 営 業 利 益

 売上高の「調整額」は、グループ内取引の金額

 営業利益の「調整額」は、「全社費用」の金額を含む

 全社費用は、外部専門家への支払い報酬やセキュリティ強化費用が増加

◆グループ本社（ブロードメディア）管理部門の運営

◆グループ全体の支援（生産性向上・効率化・ガバナンス強化等）

全社費用5％増

（単位：百万円） （百万円未満切捨て）
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事業セグメント別の連結経営成績～対前年同期～
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div・divxの損益の状況推移

０

（教育）

（技術）

時間

利益

これまで これから

AI教育とAI開発を
強力に推進

202６年度１Q

損益の状況は子会社化時点の想定に対し、divは損失が大幅に縮小し、
今期は通期黒字化をめざす

 divxは原価率の上昇や広告宣伝費の増加等により１Qは赤字に転じる

前年同期と比べ、2社合計で3４百万円改善
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9,760 10,218 457 ＋5%

4,698 5,370 672 ＋14%

5,062 4,847 △ 215 △4%

52% 47% ー ー

2025年度 増減額 増減率
2026年度
第1四半期

総 資 産

負 債

純 資 産

自 己 資本 比率

純利益を計上した一方、配当金の支払い（約４27百万円）等により
純資産は減少

高校授業料の無償化に伴い自治体からの預り金が増加した一方、
前受金は減少、また賞与引当金も減少

資産、負債及び純資産の状況

負     債

純 資 産

（単位：百万円） （百万円未満切捨て）

差入保証金や売掛金が増加した一方、現預金が減少総 資 産

連結財政状態

14
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△ 364 830

△ 55 △ 494

△ 712 △ 455

△ 1 1

△ 1,133 △ 118

4,487 4,726

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 増 減

財 務 キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー

現金及び現金同等物の期末残高

現金及び現金同等物に係る換算差額

投 資 キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー

営 業 キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー

2026年度
第1四半期

2025年度
第1四半期

営業キャッシュフロー

投資キャッシュフロー

財務キャッシュフロー

税引前利益２８０百万円の計上に加え、通信制高校事業で自治体
からの就学支援金が早期に入金されたこと等によりプラス８３０百万円

通信制高校事業の豊田校移転に関する保証金の支払いや資産の
取得等によりマイナス４９４百万円

配当金の支払いや借入金の返済等によりマイナス４５５百万円

連結財政状態

キャッシュフローの状況

（単位：百万円）（百万円未満切捨て）

15
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◆ ２０２６年度第１四半期決算概要

◆ 株主還元

◆ サステナビリティ（人的資本）への取り組み

◆ トピックス

【ご参考】
事業セグメントの内容
その他トピックス
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株主還元：配当

前期の配当を１株当たり60円（連結配当性向：54.7％）で実施

当期の配当は1株当たり65円（連結配当性向：52.1％）を予想

17

引き続き、成長のために必要な投資との

バランスを考慮しつつ

株主還元を実施してまいります

25.00 
30.00 

33.00 

50.00 

60.00 

65.00 

18.8% 19.9%

35.3%

106.7%

54.7% 52.1%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

120.0%

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度

年間配当（1株当たり）／円

連結配当性向（％）

（予想）

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度

配当総額 １８４百万円 218百万円 ２４０百万円 ３５６百万円 ４２７百万円 ４６３百万円
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サステナビリティ（人的資本）への取り組み

16.3%

20.3%
21.6% 22.0%

2022年度

（実績）

2023年度

（実績）

2024年度

（実績）

2025年度

（実績）

60.0%

85.7%
75.0%

2022年度

（実績）

2023年度

（実績）

2024年度

（実績）

2025年度

（実績）

育児休暇取得率
（2025年度末までに取得率100％）

（目標）
２０.0％

女性管理職比率
（2025年度末までに20％）

（目標）
１００％

実績及び目標はいずれも当社単体

男性育休取得率 女性管理職比率

75.0％

当社は、2023年度に「男性育児休暇取得率」及び
「女性管理職比率」の目標を定め、目標達成に向け取り組んできた

 女性管理職比率は目標を上回る

 育休取得率は男性従業員は75％、女性従業員は100％となった

 2026年度に新たに3か年の行動計画を策定
19
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16.7時間22.0%

75.0%

（目標）
１００％

男性育児休暇取得率

サステナビリティ（人的資本）への取り組み

（目標）
２０％

女性管理職比率

すべての従業員が高いモチベーションをもって働ける

環境や仕組みの整備・運用を継続

実績及び目標はいずれも当社単体

※目標は202６年６月に見直しを行い、新たに策定した「ブロードメディア株式会社行動計画」に基づく目標です

男性育休取得率

※18.6％

2025年度
（実績）

202８年度
（目標※）

2025年度
（実績）

202８年度
（目標※）

女性管理職比率

平均残業時間/月

労働者の一月当たり
平均残業時間

2025年度
（実績）

202８年度
（目標※）

（目標）
15時間

※スタジオ・プロダクション本部の子会社化の

 影響を除いた女性管理職比率 : 18.6%

2026年度からは新たに3つの目標を定め目標達成に向け推進

継 続 継 続 新 規

20
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教育 （通信制高校）

22

「ルネサンス豊田高等学校」を拡大移転予定

豊田市駅からアクセスしやすい徒歩圏の新校舎で
増加する通学コースのニーズに応える都市型通信制高校へ

eスポーツ/通学コース、ルネ中等部のほか
地域のデジタル教育や日本語教育なども行う複合教育施設

今後、高校教育の垣根を超えた地域貢献をめざす
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教育 (AI・プログラミング教育)

divの現役FDEが伴走する4か月間のオンラインプログラム

「現場の知見×AI実装力」で
組織のDX・業務変革をリードできる人材を育成

「テックキャンプ FDE」の提供を開始
現場に寄り添い業務課題を解決するAI時代の新職種『FDE』を育成

※ FDE（Forward Deployed Engineer：フォワード・デプロイド・エンジニア）
企業の業務課題を深く理解し、AIを用いて実装・運用まで完遂させるAI時代の新しい職種

個人向け
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教育 (AI・プログラミング教育)

2日間の集中環境でClaude Codeをマスターする
「夏季・シルバーウィーク限定 短期集中プラン」の募集を開始

「テックキャンプ AIカレッジ」

ビジネス映像メディア『PIVOT』に出演

特設サイト： https://tech-camp.in/lps/ai/pivot

個人向け

https://tech-camp.in/lps/ai/pivot
https://tech-camp.in/lps/ai/pivot
https://tech-camp.in/lps/ai/pivot
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【導入事例】 各社の課題に合わせた法人研修を提供

教育 (AI・プログラミング教育)

幅広い業種・業界で研修後も自走できるDX人材を育成

株式会社ゆうちょ銀行 様株式会社九州日立システムズ 様

AIツールの導入は進むも、
AI活用が「個人の業務補助」に留まる現状だった

AIツールを導入したものの、活用は初歩的な
「文書の要約」や「情報収集」止まりだった

現場主導で構築したAIエージェントを
全社で横断的に展開し、
大幅な業務効率化に成功

セキュリティ制約の厳しい金融機関において、
現場主導でデータ整理を自動化する

業務改善ツールの内製化を実現

法人向け

https://tech-camp.in/ai-solution/case/04 https://tech-camp.in/ai-solution/case/05
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技術 (DX・システム開発)

現場担当者が抱える課題を解決するサービスを開発
「開発会社」の枠を超え、顧客の「パートナー」をめざす

EdgeTech+ West 2026AI NATIVE EXPO 2026

AI前提社会を支えるための
開発・実装・運用・統制を探る専門展

組込み・IoT分野を中心に、事業変革を
推進するための最新技術とつながる総合展

DIVX、法人向け営業を強化

企業様ごとに最も適した複数領域のAIソリューションをご紹介
課題整理から現場定着まで伴走するFDEによる支援スタイルもご提案
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ご清聴ありがとうございました

本資料に記載されている、当社の現在の計画・見通し・戦略・確信などのうち、歴史的事実でないものは、
将来の業績に関する見通しです。これらの情報は、現在入手可能な情報にもとづき経営陣が判断した予
測が含まれております。実際の業績は様々なリスクや不確実な要素により、これらの業績見通しと大きく
異なる結果となりうるため、これらの業績見通しのみに全面的に依拠することはお控えくださいますよ
うお願い致します。
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◆ ２０２６年度第１四半期決算概要

◆ 株主還元

◆ サステナビリティ（人的資本）への取り組み

◆ トピックス

【ご参考】
事業セグメントの内容
その他トピックス
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事業セグメントの内容

29

セグメント 事業内容 主な業務内容

通信制高校
・イーラーニングシステムを利用した広域通信制高校「ルネサンス高等学校グループ」
　（「ルネサンス高等学校」 「ルネサンス豊田高等学校」 「ルネサンス大阪高等学校」）の運営

日本語教育
・日本語教師（登録日本語教員）養成講座・外国人向け日本語研修を提供する
　「ルネサンス日本語学院」の運営

AI・プログラミング教育
・プログラミングスクール「テックキャンプ」「テックキャンプ高等学院」等の運営
・IT業界特化型転職支援サービス「divエージェント」等の運営

スタジオ・
プロダクション

制作事業
・日本語字幕・吹替、聴覚障がい者向け字幕、視覚障がい者向け音声解説、番組宣伝等の制
作

アカマイサービス
・「WAFサービス」等のサイバーセキュリティサービスの提供
・コンテンツを最適な形で配信する「ＣＤＮサービス」の提供

クラウドソリューション
・通信事業者・IPTV事業者・CG制作会社等へのクラウドゲーム配信技術の提供
・3DCG配信サービス「G-cluster XR」の提供

デジタルシネマサービス
・配給会社へブロードメディア®CDN for theater（DCP配信サービス）の提供
・映画館へ上映システムの設計、販売、レンタル及びメンテナンスサービスの提供

ホスピタリティ・ネットワーク
・ホテルの客室・会議室へのインターネットサービスの提供、機器の監視及び保守サービスの
 提供

DX・システム開発
・設計からソフトウェア開発、保守運用までワンストップのシステム開発の提供
・AI技術を活用したソフトウェア開発およびソリューションの提供

その他ソリューションサービス
・グローバルに展開されたプライベートネットワーク「Ａｒｙａｋａ」等の提供
・画像解析技術を駆使した小売業向け次世代型AIソリューション「Vue.ai」の提供
・CM素材をオンラインで搬入する「ＣＭオンラインサービス」の提供

eスポーツ推進事業
・プロeスポーツチーム「CAG OSAKA」の運営
・eスポーツ関連イベントの企画・運営

ゲームパブリッシング事業 ・Nintendo Switch向けのゲームソフトやVR専用ソフト等の企画・開発・販売及び配信

　　　　　　　　　　　　　　　　　（2026年６月３０日現在）

教育

技術

その他
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事業セグメント別の連結経営成績

 教育は独自商品による継続性の高いストック収益が中心

 技術は独自商品以外によるストック収益が中心

 スタジオ・プロダクション、その他は独自商品による短期の変動が大きい
フロー収益が中心

収益種別毎の売上高
上段：売上高（単位：百万円） （百万円未満切捨て）

下段：構成比率

30

ストック フロー 独自商品 独自商品以外

1,242 277 1,510 9
82% 18% 99% 1%

― 363 363 ―
― 100% 100% ―

1,328 235 295 1,268
85% 15% 19% 81%

― 54 54 ―
― 100% 100% ―

2,571 930 2,223 1,277
73% 27% 64% 36%

合　　計
ストック/フロー別の

収益内訳
独自商品/それ以外の

収益内訳

教 育 1,519

ス タ ジ オ ・
プ ロ ダ ク シ ョ ン

363

合 計 3,501

技 術 1,563

そ の 他 54
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創造力が生み出す優れた作品やサービスを

広く社会に普及させ

より豊かなコミュニティーの形成・発展に貢献する

企業理念
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https://www.broadmedia.co.jp/

本資料に記載されている、当社の現在の計画・見通し・戦略・確信などのうち、歴史的事実でないものは、
将来の業績に関する見通しです。これらの情報は、現在入手可能な情報にもとづき経営陣が判断した予
測が含まれております。実際の業績は様々なリスクや不確実な要素により、これらの業績見通しと大きく
異なる結果となりうるため、これらの業績見通しのみに全面的に依拠することはお控えくださいますよ
うお願い致します。
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